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Town Topics

　
１
月
31
日
、
新
宮
駅
～
串
本
駅
間
に

お
い
て
、
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議

会 

新
宮
白
浜
区
間
部
会
主
催
の
団
体

貸
切
列
車
が
午
前
・
午
後
の
２
便
運
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
列
車
は
、「
太
平
洋
を
五
感
で
味

わ
い
酔
い
（
良
い
）
旅
を
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、
紀
南
地
方
唯
一
の
酒
蔵

で
あ
る
尾
﨑
酒
造
株
式
会
社（
新
宮
市
）

と
協
働
し
て
実
施
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
車
内
で
は
、
公
共
交
通
の
専
門
家
で

あ
る
和
歌
山
大
学
の
西
川
一
弘
教
授
に

よ
る
鉄
道
の
歴
史
等
の
解
説
に
耳
を
傾

け
、
日
本
酒
の
銘
柄
「
太
平
洋
」
を
は

じ
め
と
す
る
地
酒
や
お
弁
当
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
沿
線
の
景
色
を
満
喫
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
串
本
駅
で
紀
南
地
域
の

産
品
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
。

参
加
者
か
ら
は
「
お
酒
も
お
弁
当
も
お

い
し
く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
な
ど
、
地
域
の
魅
力
発
信
と

沿
線
の
周
遊
促
進
に
つ
な
が
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
宇
宙
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

「
ソ
ラ
ミ
ル
」
に
お
い
て
、
カ
イ
ロ
ス

ロ
ケ
ッ
ト
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印
刷
し

た
特
製
シ
ー
ル
が
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
株
式

会
社
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ス
ペ
ー

ス
ワ
ン
株
式
会
社
と
和
歌
山
ロ
ケ
ッ
ト

応
援
団
（
青
木
圭
団
長
）
が
連
携
し
、

昨
年
10
月
か
ら
約
１
か
月
間
、
県
民
を

対
象
に
募
集
し
た
も
の
で
、
１
８
０
０

通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン

株
式
会
社
の
豊
田
正
和
社
長
、
宮
㟢
和

歌
山
県
知
事
、
田
嶋
町
長
、
堀
那
智
勝

浦
町
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
で
宮
㟢
知
事
は
「
カ
イ
ロ

ス
ロ
ケ
ッ
ト
の
力
は
本
当
に
す
ご
い
。

３
号
機
の
人
工
衛
星
軌
道
投
入
が
成
功

す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
話
し
、

豊
田
社
長
は
「
い
た
だ
い
た
応
援
を
大

切
に
し
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
一
同
、
総
力

を
あ
げ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
継
が
れ
た
シ
ー
ル
は
、
カ
イ
ロ

ス
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
の
機
体
に
貼
り
付

け
ら
れ
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

カイロス応援メッセージを３号機に
みんなの想いを乗せて宇宙へ

①出席者で記念撮影　②宮㟢知
事からメッセージを受け取る豊
田社長　③ロゴの背景にメッ
セージが印刷されています

1
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団体貸切列車、地酒と景色を満喫
紀勢本線で酔い（良い）旅を

①貸切車両を関係者でお見送り
しました　②串本駅マルシェの
様子　③カモノハシのスマイコ
ちゃんとまぐトルがお出迎え
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地域おこし協力隊だより／コンテンツ

まちのわだい

物価高騰対応生活支援給付金のご案内

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産税

課税台帳の閲覧について／督促手数料の廃止

こども誰でも通園制度について／大人の体力測

定会

物価高対応子育て応援手当について／第７回空

き家活用相談会

ロケット体操お披露目会／手話奉仕員養成講座

について／手話のフォローアップ講座について

健康だより

よろこび・かなしみ／献血／処理不適物の混入

について

火災・救急件数／人口と世帯／お知らせ／募集

／相談／今月の納税／町民の皆さまへ

串本町ＬＩＮＥ公式アカウント

①か②の方法でぜひ、友だち追加をお願い
します。
①２次元コードから追加する
　右記の二次元コードを読み込む
②検索から追加する
　ＬＩＮＥの検索画面で「串本町」と検索

地域おこし協力隊だより地域おこし協力隊だより
1月 31日（土）
「くしもと地域食堂プロジェクトｉｎ田原」
を田原山村交流センターで開催しました！

こんにちは。
産業課所属
石山靖子です。

　田原小学校区にお住まいの皆さんを中心にお
声掛けし、約 90名が集まり、一緒に食事をし
ました。子どもから年配の方まで、多世代が交
流するよい機会となりました。
　当日は、玄米入りのご飯、手づくり味噌を使っ
た紫いも入り豚汁、いちごをふるまいました。
　食生活改善推進協議会をはじめ、地域のみな
さんや高校生ボランティアなど、多くの方にお
手伝いいただきました。前後の時間には交流会、
こどもあそび、まちの保健室、ハンカチワーク
ショップなども実施でき、素敵な時間を共有で
きました。ご協力ありがとうございました。
　次回は、3月 6日 ( 金 ) の夕方から、橋杭小
学校での開催を予定しています。
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新
た
な
防
災
拠
点

新
た
な
防
災
拠
点

古
座
消
防
署

　新
庁
舎
が
開
署

古
座
消
防
署

　新
庁
舎
が
開
署

が
あ
り
、
山
岳
地
な
ど
で
の
事
故
を
想

定
し
た
訓
練
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
拠
点
施
設
を
併
設
し
、

庁
舎
西
側
に
は
既
存
の
上
野
山
防
災
倉

庫
の
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離
着
陸

可
能
な
防
災
広
場
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
燃
料
格
納
庫
、
耐
震
型
防
火
水

槽
も
整
備
し
て
お
り
、
災
害
時
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
本
施
設
は
、
令
和
５
年
か
ら
造
成
工

事
、
令
和
６
年
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま

り
、
令
和
７
年
12
月
に
引
き
渡
し
が
完

了
し
ま
し
た
。

昭
和
56
年
に
旧
庁
舎
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
44
年
。

災
害
時
の
救
急
・
救
助
活
動
の
拠
点
を
高
台
へ
移
転
し
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
「
安
心
・
安
全
」
を
お
届
け
す
る

新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

○所在地　　串本町上野山２８９番地
○構造　　　鉄骨造２階建て　　　○敷地面積　４，５１３．８８㎡
○建築面積　６３１．３４㎡　　　　　　　　　　　　　　 ○延床面積　６９８．９８㎡

古座消防署　新庁舎概要

　
旧
庁
舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
津
波

浸
水
域
内
（
海
抜
５
メ
ー
ト
ル
）
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
災
害

時
に
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
海
抜
76
メ
ー
ト
ル
の
高

台
（
上
野
山
）
に
あ
る
町
有
地
（
山
林
）

を
造
成
し
、
専
用
道
路
も
整
備
し
た
う

え
で
建
設
し
ま
し
た
。
耐
震
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
非
常
用
電
源
設
備
や

女
性
職
員
に
も
配
慮
し
た
設
備
を
整
え

て
い
ま
す
。

　
庁
舎
屋
外
に
設
置
し
た
斜
面
訓
練
場

に
は
、
斜
面
に
岩
肌
を
再
現
し
た
箇
所

11 FF

22FF

　１月３０日に竣工式が行われ、新たな
防災拠点施設の完成を祝いました。
　式典では、上野山こども園の園児によ
る鼓笛演奏が披露され、会場からは温か
く大きな拍手が送られました。　　
　田嶋町長は「この施設を有効活用し、
防災訓練や地域連携を一層充実させるこ
とで、災害に強いまちづくりを推進して
いきます」と式辞を述べ、防災力強化に
向けた意気込みを語りました。
　式典の後には、隣接する斜面訓練場で
の迫力ある訓練を披露。その後、完成し
た庁舎の見学会も行われ、参加者は新庁
舎の設備について説明を受けました。
　２月８日には一般内覧会も開催し、来
場者は真新しい庁舎を見学しました。

竣工式・内覧会を実施

①テープカットの様子　②消防
隊員による訓練の様子　③上野
山こども園の年長児による鼓笛
演奏

１

２

３

広報くしもと　2026 年 3月号5 広報くしもと　2026 年 3月号 4



春を告げる祭

水
みなとまつり

門祭

迫力のある櫂伝馬競漕

①②矢を放つ弓頭　③勇壮な獅子舞　④宮を下る神幸の儀　
⑤商いをする商人役　⑥稚児行列　⑦当船を出迎える役者

和歌山県指定無形民俗文化財の
海の恵みを祈る、大島の伝統行事

　
大
島
に
あ
る
水
門
神
社
の
「
水
門
祭
」

が
２
月
14
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
豊
漁
と
商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
本
例

大
祭
は
、
通
夜
島
で
一
夜
を
明
か
し
た

誉ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命
（
応
神
天
皇
）
を
島
民
が
船
で

出
迎
え
た
と
い
う
伝
承
を
多
彩
な
祭
事
で

再
現
し
た
も
の
で
、
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
で
行
わ
れ
た
『
お
的
の
儀
』
で
は
、

濵は
ま
ぐ
ち
た
い
が

口
大
雅
さ
ん
と
吉よ
し
だ
い
ぶ
き

田
伊
吹
さ
ん
が
弓
頭

を
務
め
、
２
人
と
も
勇
ま
し
く
６
本
ず
つ

矢
を
放
ち
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　『
鳳

お
お
と
り
』
と
『
　
』
の
２
隻
の
櫂
伝

馬
が
大
島
・
串
本
間
の
往
復
を
競
う

『
櫂か

い
で
ん
ま
き
ょ
う
そ
う

伝
馬
競
漕
』
で
は
、
ど
ち
ら
が
勝
利

す
る
の
か
観
客
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る

中
、
勇
ま
し
い
か
け
声
と
と
も
に
力
強
く

進
む
姿
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
『
　
』
の
勝
利
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
に
合

わ
せ
た
衣
装
を
ま
と
っ
た
役
者
が『
お
山
』

の
舞
台
を
巡
る
『
つ
る
の
儀
』
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
島
港
は
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

は
や
ぶ
さ

は
や
ぶ
さ

１２

３４

５６

７

幻想的な炎の祭典

　
１
月
17
日
、
潮
岬
望
楼
の
芝
に
お
い
て
、

南
紀
串
本
観
光
協
会
主
催
の
「
本
州
最
南

端
の
火
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芝
の
害
虫
駆
除
と
芽
吹
き
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
火
祭
り
は
、

今
回
で
30
回
目
を
迎
え
、
春
を
呼
ぶ
町
の

風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
町
内
外
か
ら
約
３
５
０
０
人
が

来
場
し
、
炎
が
生
み
出
す
幻
想
的
な
光
景

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
多
く
の
出
店
が
並
び
、
恒
例

の
ト
ビ
ウ
オ
の
つ
み
れ
入
り
「
し
ょ
ら
さ

本州最南端の火祭り

①しょらさん鍋提供の様子　②串本節保存会による串本
節の披露　③楽しそうに踊るトルコ文化協会による踊り
④潮岬節保存会による踊りの披露

ん
鍋
」
の
振
る
舞
い
や
、
芋
餅
の
販
売
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
串
本
節
保
存
会
、
串
本
町
ト

ル
コ
文
化
協
会
、
潮
岬
節
保
存
会
に
よ
る

踊
り
の
披
露
の
ほ
か
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
日
没
後
、
串
本
古
座
高
等
学
校
弓
道
部

が
放
っ
た
火
矢
で
芝
生
に
点
火
。
直
後
に

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
広
大
な
芝
生
を

焼
く
炎
と
色
鮮
や
か
な
花
火
の
共
演
が
、

来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

花火終了後には、関係者により芝全体に火が放
たれました。

上：餅まきには多くの来場者が参加してくれました。
下：高校生が火矢を放つと多くの歓声があがりました。

1234

多くの来場者でにぎわいを見せた
春を呼ぶ「火」のまつり
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Town Topics

宇宙に興味津々

　
町
内
の
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
、
宇
宙
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル「
ソ
ラ
ミ
ル
」の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
見
学
は
、
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙

へ
の
興
味
や
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
が
ソ

ラ
ミ
ル
へ
招
待
し
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
２
月
９
日
に
は
、
く
し
も
と
こ
ど
も

園
の
年
長
児
22
人
が
施
設
を
訪
れ
、
案

内
を
受
け
な
が
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
を

見
学
し
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

実
際
に
触
れ
た
り
動
か
し
た
り
し
な
が

ら
学
び
、
職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちがソラミルを見学

自分で色を塗った人工衛星を探す子どもたち

こども食堂が地域をつくる

　
１
月
17
日
、
串
本
町
役
場
に
お
い
て
、

全
国
こ
ど
も
食
堂
セ
ン
タ
ー
・
む
す
び

え
を
設
立
し
、
公
共
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
湯
浅

誠
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
子
育

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
全
国
の
こ
ど
も
食
堂

の
紹
介
や
、
こ
ど
も
食
堂
が
担
う
役
割

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
湯
浅
さ
ん
は
「
こ
ど
も
食
堂
の
数
は

毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
つ

な
が
り
の
場
と
し
て
も
大
切
な
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子育て講演会を開催

講演を行う湯浅さん

　（
仮
称
）
く
し
も
と
小
学
校
の
起
工

式
が
２
月
２
日
、
建
設
予
定
地
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
田
嶋
町
長
を
は
じ
め
、
町
議

会
議
員
や
工
事
関
係
者
、
学
校
関
係
者

な
ど
約
30
名
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　（
仮
称
）
く
し
も
と
小
学
校
は
、
津

波
浸
水
域
内
に
あ
る
串
本
小
学
校
と
橋

杭
小
学
校
を
統
合
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
建
設

計
画
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

　
田
嶋
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
起
工

式
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
新
し
い
学
校
は
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
地
域
と
つ
な
が
る
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
機

能
す
る
拠
点
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
う
施
設
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

工
事
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
安
全
に

留
意
し
、
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
し
い
学
校
は
令
和
10
年
の
１
月
に

完
成
予
定
で
す
。

（仮称）くしもと小学校起工式
工事の安全を祈願

①安全を祈願する神事の様子　
②穿（うが）ち初めの儀を行う
田嶋町長　③（仮称）くしもと
小学校の完成予想図

1

2

3

お知らせワイド
information

企画課からのお知らせ

串本町物価高騰対応生活支援給付金のご案内
　食料品の物価高騰による生活者の負担軽減を図るため、国の「重点

支援地方交付金」を活用し、「物価高騰対応生活支援給付金」を支給

します。

※�令和８年１月１日（基準日）時点で串本町に住民登録がある方が対

象です。

◇お問い合わせ先◇　串本町物価高騰対応生活支援給付金事務局　℡　０７３５‐６７‐７０２０

一人あたり 2万円

■給付金の支給額
　一人あたり２万円

　※�給付金は、世帯主の方に世帯分をまとめ

て支給します。

■給付金の支給時期
　初回振込予定日は、令和８年３月２６日

　※�初回振込に間に合わない場合は、口座情

報の確認ができ次第、順次支給します。

■申請について（串本町から世帯主の方に２月下旬頃、いずれかの書類が届きます）

過去に串本町で給付金を受け取
られたことがある方

Ⓐ�振込口座を変更されない方

※�今回の給付金も以前と同じ振込先に振

り込みしてほしい方

Ⓑ�振込口座の変更を希望される方

※�今回の給付金は以前とは違う振込先に

振り込みしてほしい方

Ⓐの方にもⒷの方にも串本町物価高騰対

応生活支援給付金事務局から振込予定口

座が記載された「お知らせ」が届きます。

■�Ⓐの方
　→手続きの必要はございません。
■Ⓑの方
　→�オンラインにて申請いただくか、お

問い合わせください。

串本町が口座情報を把握できていない方

申請が必要です
■申請期間　令和８年３月２日（月）～

令和８年４月３０日（木）

■申請方法　

　必要事項をご記入の上、返信用封筒で

ご提出いただくか、オンラインで申請を

お願いいたします。

※申請書を持参される場合は、以下まで
��串本町役場２階　会議室７

　物価高騰対応生活支援給付金事務局　

　９：００～１７：００

　（土・日、祝日を除く）

串本町で初めて給付金を受け取
られる方

届く書類「お知らせ」 届く書類「確認書」
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お知らせワイド
information

税務課からのお知らせ

令和８年度土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と
固定資産税課税台帳の閲覧について

　土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産税課税台帳の閲覧を次のとおり行います。

区分 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧 固定資産税土地・家屋課税台帳の閲覧

制度
の内容

他の所有者の土地や家屋と比較し、価格
が適正であるかどうかを土地価格等縦覧
帳簿と家屋価格等縦覧帳簿で確認するこ
とができます。

自己が所有する土地や家屋の価格等につ
いて、固定資産税土地・家屋課税台帳に
記載された内容を確認することができま
す。

縦覧・閲覧
場所 串本町役場　税務課

縦覧・閲覧
できる方

○土地・家屋の納税者
○納税者の同居親族
○納税管理人
○納税者の代理人
※�土地・家屋の所有者であっても免税点
未満で課税されていない場合は、縦覧
できません。

○納税義務者
○納税義務者の同居親族
○納税管理人
○納税義務者の代理人
○借地人、借家人
○固定資産の処分をする権利を有する方

縦覧・閲覧
期間

４月１日（水）～６月１日（月） ４月１日（水）以降

8：30 ～17：15　※土、日曜日、祝日を除く

必要
なもの

○�身分証明書
　（運転免許証、マイナンバーカードなど）
○�納税者の署名・押印のある委任状
　（代理人の場合）

○身分証明書
　（運転免許証、マイナンバーカードなど）
○納税義務者の署名・押印のある委任状
　（代理人の場合）
○�賃貸契約書や不動産登記簿など権利を
有することがわかるもの
　�（借地人、借家人、固定資産の処分をす
る権利を有する方の場合）

町税等の督促手数料の廃止について
　町の条例改正により、４月１日以降に納期

限が到来する町税・料金の督促手数料を廃止

します。ただし、３月３１日以前に納期限が

到来した町税・料金については、従来どおり

督促手数料の納付が必要です。

■督促手数料を廃止する町税・料金
　●町県民税　●固定資産税　●軽自動車税（種別割）　●法人町民税　●国民健康保険税

　●後期高齢者医療保険料　　●介護保険料　●上野山共同汚水処理施設利用料　●道路占用料

　●漁港施設使用料等　　●海岸保全区域占用料等　　●法定外公共物使用料等　●下水道使用料

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　税務課　℡　０７３５‐６２‐０５８６

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　税務課　℡　０７３５‐６２‐０５８６

　なお、督促状は法令に基づ

き、４月１日以降も従来どお

り送付します。納期限を過ぎて納付された場

合は、納期限の翌日から納付の日までの期間

に応じて延滞金が加算されます。

お知らせワイド
information

こども未来課からのお知らせ

 がはじまります

■利用可能時間
　お子さん 1人につき月１０時間まで

■実施施設
　子育て支援センター　りぼん

　串本３８８－１　くしもとこども園内

■利用料　１人１時間３００円（予定）

◇お申し込み先◇　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

■対象となるお子さん
　次の条件をすべて満たすお子さん

　○６か月～３歳未満

　※�利用日時点で３歳の誕生日の前々日まで

　○�保育所・認定こども園等に在籍していな

いこと

地域包括支援センターからのお知らせ

大人の体力測定会を実施します

■「こども誰でも通園制度」ってどんな制度？
　すべての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備する

とともに、すべての子育て家庭に対し、保護者の多様な働き方やライフ

スタイルにかかわらない形での支援を強化するために創設された、新た

な通園制度です。

　フレイル予防のきっかけづくりとして、「大人の体力測定会」を実施します。

自分の体の状態を知り、フレイル（心身の虚弱な状態）を予防しましょう。

　まずは、自分の体を知ることから始めませんか？　理学療法士や言語聴覚士な

どの専門職が、皆さんの健康づくりをサポートします。

　これからの健康づくりのために、皆さんのご参加をお待ちしています。

※�今年度、各地区の通いの場で、地域リハ（体力測定）を受けた方はご遠慮ください。

■対象者　６０歳以上の串本町民

■内容　�　�問診、インボディ測定、運動機

能（握力、ＴＵＧ、片脚立位時間　

他）、口腔機能など

■所要時間
　１人５０分程度

※�お申込みをいただいた後に、ご自宅にご案

内（必要書類・問診票等）をお送りします。

◇お申し込み先◇　串本町地域包括支援センター　℡　０７３５‐６２‐６００５

【串本会場】
■日時　　　３月１２日（木）

　　　　　　９：００～１１：３０

■場所　　　串本町文化センター２階

■募集人数　１０名（先着）

■申込期限　定員になり次第終了

【古座会場】
■日時　　　３月１２日（木）

　　　　　　１３：３０～１５：３０

■場所　　　Ｓｏｒａ－Ｍｉｒｕ　３階

■募集人数　１０名（先着）

■申込期限　定員になり次第終了
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お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

こども未来課からのお知らせ

物価高対応子育て応援手当について
　国の物価高騰対策「『強い経済』を実現する総合経済対策」に基づき、

０歳から高校生年代までの対象児童１人につき２万円（１回限り）を支給

します。

和歌山県からのお知らせ

第７回空き家活用相談会
　空き家でお悩みではありませんか？　「持っている空き家を

どうにかしたい」「売却したい」「空き家バンクの利用方法が分

からない」等のご相談をお受けいたします。

　参加は無料で、原則予約制となっています（予約に空きがあ

れば当日でもご参加いただけます）。

※�本事業は和歌山県から委託を受けた和歌山県地域おこし協力隊が（一社）ミチル空間プロジェク

トと連携して実施するもので、東牟婁地域所在の物件を対象とした相談会です。

■日時　３月２１日（土）

　　　　１３：００～１６：００

■会場　東牟婁振興局１階入札室

　　　　（新宮市緑ヶ丘２丁目４－８）

■定員　３組（１組６０分程度の相談を予定）

◇お問い合わせ先◇
　東牟婁振興局　地域づくり課　　℡　０７３５‐２１‐９６２７
　【受付時間】９：００～１７：４５（土・日、祝日を除く）

■申込方法
　右の二次元コードからお申し込

みいただくか、お問い合わせ先に

ご連絡ください。

■申込期限　３月１６日（月）

プッシュ型で振り込みます。

　公務員の方、令和８年２月１日以降に出生

により児童手当の申請をした方、対象児童③

に該当する方は申請が必要です。

　申請書、振込先金融機関口座確認書類を添

えて、令和８年３月３１日（火）までにこど

も未来課まで提出してください（ただし、３

月に出生・離婚等の場合、令和８年４月３０

日（木）まで）。

■支給日
　申請不要の方→３月中旬頃に振り込み予定

　申請が必要な方→申請受付後、順次支給

■対象児童
①�令和７年９月分（１０月支給）の児童手当

支給対象児童

　（９月に出生した児童については１０月分）

②�令和７年１０月１日から令和８年３月３１

日までに出生した児童

③�令和７年１０月１日以降に離婚等により児

童手当の申請を行った方の支給対象児童

■申請について
　対象児童①に該当する方、②のうち令和８

年１月３１日までに児童手当の申請を行った

方は、原則申請不要で児童手当受給者口座に

お知らせワイド
information

福祉課からのお知らせ

手話奉仕員養成講座を開催します
　串本町では、社会福祉法人 美熊野福祉会に委託して、日常会話程度の手

話を学ぶことができる「手話奉仕員養成講座」を開催します。手話で伝えあ

う楽しさを知り、聴覚障がいのある方と手話で日常会話ができるようになり

ませんか？

■日程　 ４月１３日（月）～令和９年３月８

日（月）の毎週月曜日　※全４０回

■時間　１９：００～２０：３０

■場所　美熊野福祉会　ワークランドそら　

　　　　２Ｆ会議室（新宮市佐野１０２６-１）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　社会福祉法人　美熊野福祉会　℡　０７３５‐３１‐３７０１

■定員　２０名（先着順）

■申込締切日　３月３１日（火）

※ 受講料は無料ですが、「テキスト代３,

３００円」と「手話動画視聴システム登録

料１,７６０円」は自己負担になります。

手話のフォローアップ講座を開催します
　串本町では、社会福祉法人 美熊野福祉会に委託して、手話奉仕員登録・

通訳者養成を目指すため「フォローアップ講座」を開催します。

■対象　 高校生以上かつ手話奉仕員養成講座

基礎編を修了した方または手話で簡

単な日常会話ができる方

■日程　 ５月から令和９年２月までの毎月２

回（第１木曜日および第３木曜日）

※全２０回　

■時間　１９：００～２０：３０

■場所　美熊野福祉会　ワークランドそら

　　　　２Ｆ会議室（新宮市佐野１０２６-１）

■定員　２０名（先着順）

■申込開始日　３月２日（月）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　社会福祉法人　美熊野福祉会　℡　０７３５‐３１‐３７０１

企画課　ロケット推進室からのお知らせ

ロケット体操のお披露目会を開催します
　現在、カイロスロケットを町全体で応援するための「ロケット体操」を作成中です。

　完成後（３月中旬に完成予定）、次のとおりお披露目会を開催します。入場は無料

ですので、ぜひお気軽にお越しください。

■日程　 ４月４日（土）

■時間　１４：００～１５：３０

■場所　串本町文化センター

■スペシャルゲスト　�（予定）
　佐藤弘道さん（元ＮＨＫ体操のお兄さん）

　田中理恵さん（県出身・元体操日本代表）

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　企画課　ロケット推進室　℡　０７３５‐６７‐７００４

※詳細が決まりましたら、チラシ等で別途お知らせいたします。
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3月の行事カレンダー3月の行事カレンダー

日 曜 内容 担当
2 月 男性の料理教室⑥ 保

5 木 １歳６か月児健診 子

６ 金 未就園児親子教室「きらきらくらぶ」 子

12 木 オレンジカフェ 地

日 曜 内容 担当
16 月 有酸素運動教室 保

23 月 産前産後サポート「ハンドメイドの会」 子

26 木 ４・１０か月児健診 子

27 金 未就園児親子教室「きらきらくらぶ」 子

イベント等の詳細は、各担当までお問い合わせください。

有酸素運動教室参加者募集保

■日時　３月１６日（月）１３：３０～１４：３０

■場所　串本町立体育館

■定員　３５名（先着順）

■持ち物　室内シューズ・タオル・飲み物・マット

■申込期限　３月１１日（水）

■申込方法　�二次元コードを読み取り

　　　　　　お申し込みください　➡

　　　　　　（３月１日から申込可）

※�定員に達し次第受付を終了します。

産前産後サポート≪ハンドメイドの会≫子

お申し込み・お問い合わせ先はマークをご確認ください。

保 保健センター　　　　　　　　　�６２ - ６２０６

子 子育て世代包括支援センター　　�６７ - ７００７

地 地域包括支援センター　　　　　�　６２ - ６００５

　妊婦さんや産後のママさんを対象に、

「ハンドメイドの会」を開催します。

　お母さん同士の交流の場として、わ

からないことや知りたいことなどを気軽に話せる

時間になっています。今回は、「ドーナツラトル」

を手作りします。どうぞお楽しみに！

■日時　３月２３日（月）１０：００～１１：３０

■場所　串本町役場１階　多目的ホール

■スタッフ　産後ママさん、町助産師

■対象者　妊娠中～１歳までのお子さんのお母さん

　　　　※�赤ちゃんも一緒にご参加いただけます。

希望される方は、事前にお申し出くだ

さい。

■持ち物　　母子健康手帳

■申込期限　３月１８日（水）まで

■申込方法　�二次元コードまたは電話

でお申し込みください。

健診結果の提供にご協力ください保

　串本町国民健康保険加入者（４０～７４歳）の

うち、串本町特定健診を受診していない方の健康

状態を把握するため、職場健診や自費で人間ドッ

クなどを受診した方に、健診結果の提供をお願い

しています。いただいた健診結果は、より多くの

方の健康状態を把握し、皆さまの健康増進に向け

た取り組みなどに活用させていただきます。

　ご協力いただいた方には、謝礼として２千円分

の商品券をお渡しします。ぜひご協力をお願いし

ます。

　詳しくは、こちらの二次元コードを

読み取ってご確認ください。

　認知症の方や、そのご家族、住民の

方などが気軽に集まり、相談できるカ

フェを開きます。

　地域包括支援センターの介護支援専門員（ケア

マネジャー）や社会福祉士が参加します。

　高齢者の介護や福祉に関する心配ごとや終活の

相談もできますので、お気軽にお越しください。

■日時　３月１２日（木）１３：３０～１５：００

■会場　Ｓｏｒａ－Ｍｉｒｕ　２階

　　　　コミュニティルームＣ

※�座ったままでもできる体操や、心と体がリラッ

クスするハンドセラピーもあります。

　（ハンドセラピー：先着３名・１人２０分）

古座地区　オレンジカフェ
～認知症カフェ、高齢者のための相談会～

地

　以下の対象者の方は、令和８年３月３１日を

もって、定期予防接種として受けられる期間が終

了します。期間を過ぎると公費での接種ができな

くなります（１回約３万円）。対象の方は、期間

内に接種を受けましょう。

　詳しくは、二次元コードよりご確

認ください。

〈キャッチアップ接種対象者（今年度１８～２８歳）
と令和６年度高校一年生相当女子 (今年度１７歳 )〉
　令和４年４月１日から令和７年３月３１日まで

に 1回以上接種した方に限り、残りの回数分を接

種できる期間が延長（経過措置）されています。

令和７年度高校１年生相当女子 (今年度１６歳 )
　定期予防接種の対象期間は小学６年生から高校

１年生までです。標準接種年齢である中学 1年生

の時にご案内しています。接種は、期間中に２回

（１５歳までに１回目を接種した場合）または３

回が必要です。

 
健康だより

ＨＰＶワクチンについて子

　３月８日は、国連が定める「国際女性デー」で

す。女性の権利の尊重と世界平和の実現を目指す

日として定められています。

　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した

日々を自立して過ごすことができるよう、女性の

健康づくりを総合的に支援する取組が、国民運動

として展開されています。

３月１日(日 )～３月８日(日 )
は女性の健康週間です！保

３月は自殺対策強化月間です保

　進学・転勤・転職など、環境が変わる時期です。

不安を感じていませんか。

　また、年度末で仕事が忙しく、心や体が疲れて

いませんか。

　誰かに話すことで、少し楽になることがありま

す。ひとりで抱え込まず、相談してみましょう。

【＃いのちＳＯＳ】
　自殺対策支援センター　２４時間対応

　（０１２０－０６１－３３８）

【こころの相談窓口】
　串本町保健センター　平日８：３０～１７：１５

　（０７３５－６２－６２０６）

【こころの健康相談】
　新宮保健所串本支所　１回 /月　予約制

　（０７３５－７２-０５２５）

　串本町では、高血圧等重症化予防（受診勧奨）

に取り組んでいます。

　高血圧は放っておくと動脈硬化が進行して脳卒

中や心臓病、腎臓病など重大な病気になる危険性

が高まります。高血圧の判定では家庭血圧の値を

優先して用いられます。家庭でも血圧を測定・記

録し、自身の血圧を把握しましょう。

▼高血圧の診断基準（日本高血圧学会）

高血圧の基準値を知っていますか保

単位：ｍｍHｇ 収縮期血圧 拡張期血圧
家庭血圧

（自宅で測る血圧） １３５以上 ８５以上

診察室血圧
（病院や健診で測る血圧） １４０以上 ９０以上

　皆さん、お忘れではありませんか？

　令和７年度串本町健康ポイント事業の参加賞応

募の締め切りは３月６日（金）です。オークワ商

品券、Ｂ＆Ｇ施設利用券の参加賞に加え、参加者

の中から抽選で商品券が当たるＷチャンスもあり

ます。ぜひご応募ください。

　詳しくは、こちらの二次元コードを

読み取ってご確認ください。

参加賞応募は３月６日が締切です！保

　各がん検診で「要精密検査」の通知を受け取ら

れた皆さま、精密検査はお済みでしょうか。

　がんは早期発見・早期治療が大切です。精密検

査を必ず受診してください。

２０２５年度にがん検診を受診
された皆さまへ保
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（１月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

晃
也

串

本

白
椿

永え

ま茉
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

岡
村

山
地

西
尾

南
地

水
本

小
山

松
原

太
田

中
井

山
下

竹
内

嶋伊
藤

新
田

串

本

和

深

中

湊

和

深

古

田

大

島

串

本

大

島

串

本

潮

岬

鬮
野
川

串

本

潮

岬

二

色

禎
一

く
に
子

彰
弘

文
人

速
子

ま
り
子

美
代

壽
弘

紀正悦
子

さ
や

美
哉

伸
夫

9696688899918794937892819383

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　お
幸
せ
に出

雲　
出

雲　

中
野

谷
下

空
芽

好
花

　宝嶋クリーンセンターでは、町民の皆さまから

出された可燃ごみを焼却処理しています。

　日頃より、皆さまにはごみの分別にご協力いた

だいているところですが、焼却後の灰の中に、本

来は「不燃ごみ」として出すべき物が混入してい

るケースが多く見受けられます。

　不燃ごみが混ざると、設備の故障や火災につな

がるおそれがあり、作業にあたる施設職員の安全

にも大きな影響を及ぼします。

　安全で円滑なごみ処理を行うためには、皆さま

一人ひとりの正しい分別が欠かせません。

　今一度、ごみの分別ルールをご確認のうえ、正

しい分別へのご理解とご協力をくださいますよう、

よろしくお願いします。

処理不適物の混入について
≪混入していた不燃ごみ≫≪混入していた不燃ごみ≫

◇お問い合わせ先◇　
　串本町古座川町衛生施設事務組合　　℡　０７３５‐６７‐７２２５（記事に関すること）
　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐６７‐７２１７（分別に関すること）

◎お問い合わせは役場福祉課まで（℡６２‐０５６２）

次の日程で献血を行います。ご協力をお願いいたします。

■日時　

　３月５日（木）

　１０：００～１２：００

　１３：００～１６：００

■場所　

　串本町役場

■主催　

　串本ライオンズクラブ

献血にご協力ください 東在
仲

畠
山

堀

吉
江

勤茂
樹

善
明

987310092

出

雲

伊

串

潮

岬

伊

串

水
道
料
金
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　
水
道
料
金
を
金
融
機
関
が
自
動
で
水
道

課
へ
振
り
込
む
便
利
な
制
度
で
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
近
畿
労
働
金
庫
、
串

　
本
町
内
に
支
店
の
あ
る
金
融
機
関

▼
口
座
振
替
日

　
毎
月
末
日(

再
振
替
日:

毎
月
20
日)

※ 

振
替
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
翌
営
業
日

▼
申
込
方
法

　 

水
道
の
お
客
様
番
号
、
通
帳
の
番
号
が

わ
か
る
も
の
、
通
帳
の
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
直
接
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

串本町の人口と世帯

令和８年１月末現在（前月比）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

０件
１件
０件
１件

※令和８年１月末現在

交通
急病
その他
合計

７件
８８件
３０件

１２５件
※令和８年１月末現在

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
　
水
道
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
２
１
８

海
上
保
安
官
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
令
和

８
年
度
採
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
）

◇
受
付
期
間

　
３
月
２
日
（
月
）
～
３
月
23
日
（
月
）

◇
１
次
試
験
日

　
５
月
10
日
（
日
）

◇
受
験
資
格

　 

令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
等
を
卒
業
し
て
13
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
な
ど

▼
海
上
保
安
官
採
用
試
験

◇
受
付
期
間

　
２
月
19
日
（
木
）
～
３
月
23
日
（
月
）

◇
１
次
試
験
日

　
５
月
24
日
（
日
）

◇
受
験
資
格

・ 

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
を
卒
業
し
た
方

・ 

令
和
９
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

込
み
の
方
な
ど

※
試
験
会
場
は
、
和
歌
山
市
等
で
す
。

※ 

詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

　
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
田
辺
海
上
保
安
部
　
管
理
課
　

　
℡
０
７
３
９
‐
２
２
‐
２
０
０
２

救急件数（1月からの累計）

人口
男性 
女性 
世帯

１３，４４９人（－２８）
６，４１６人（－１５）
７，０３３人（－１３）

７，７２３世帯（－　７）

募
集

お
知
ら
せ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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自
衛
官
等
の
募
集

　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
で
は
、

自
衛
官
候
補
生
と
予
備
自
衛
官
補
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

（
採
用
予
定
月
末
日
現
在
の
年
齢
）

◇
受
付
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
試
験
会
場

　
自
宅
等
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

▼
予
備
自
衛
官
補

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

◇
受
付
期
間

　
４
月
初
旬
ま
で

◇
試
験
日

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
試
験
会
場

　
自
宅
等
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
新
宮
地
域
事
務
所
　

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
３
４
４
９

移
動
県
民
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

▼
日
時

　
３
月
18
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所
　
東
牟
婁
振
興
局
（
新
宮
市
）

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
３
月
４
日
（
水
）
　
午
前
９
時
か
ら

　
※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

各
種
相
談
に
つ
い
て

◎
人
権
・
行
政
相
談

▼
日
程
等

　
３
月
19
日
（
木
）
会
場
：
有
田
公
民
館

※
受
付
時
間
は
、

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分
で
す
。

▼
納
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

・
町
県
民
税
（
随
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
９
期
）

・
介
護
保
険
料
（
13
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
９
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
ま
で
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

相
談

令和 8 年３月１日（日）～
　　　　 ３月７日（土）

急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 　

　
私
の
父
は
生
前
、
お
笑
い
番
組
を
観
る

た
び
に
「
芸
人
同
士
が
た
だ
笑
い
あ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
全
然
面
白
く
な
い
」
と
よ

く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
確
か
に
漫
才
ブ
ー
ム
以
降
、
ひ
な
壇
に

多
く
の
芸
人
さ
ん
が
並
び
、
誰
か
の
言
葉

に
対
し
て
過
剰
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
笑
い

を
取
る
シ
ー
ン
が
目
立
ち
ま
す
。
視
聴
者

と
し
て
は「
そ
こ
ま
で
面
白
く
な
い
の
に
」

と
、
思
わ
ず
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
方
々
に
は
馴
染
み
が
薄
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
の
名
人
た
ち

は
ま
た
一
味
違
っ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、

漫
才
師
の
夢
路
い
と
し
・
喜
味
こ
い
し
さ

ん
や
、
吉
本
新
喜
劇
の
花
紀
京
さ
ん
、
岡

八
郎
さ
ん
と
い
っ
た
方
々
は
、
今
の
芸
人

さ
ん
に
は
な
い
独
特
の
味
わ
い
や
温
か

み
、
そ
し
て
絶
妙
な
間
の
取
り
方
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
小
学
生
の
頃
は

土
曜
日
の
午
後
に
放
映
さ
れ
る
吉
本
新
喜

劇
を
観
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

町民の皆さまへ

お笑い vs ＡＩ（人工知能）

　
今
回
、「
お
笑
い
vs 

Ａ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
の
は
、
最
近
の
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
著

し
く
、
東
京
大
学
の
入
試
問
題
を
解
け
る

レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

し
た
か
ら
で
す
。
数
年
後
に
は
Ａ
Ｉ
が
人

間
の
知
能
を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
し
、
そ
の
Ａ
Ｉ
に
花
紀
京
さ
ん

の
話
し
方
や
間
の
取
り
方
を
学
習
さ
せ
た

ら
、
ど
ん
な
新
喜
劇
が
生
ま
れ
る
の
か
、

ふ
と
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
現
在
、
串
本
町
役
場
で
は
若
手
職
員
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
、
業
務
の
効
率
化

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
学
ん
で
い
ま
す
。
文
書
作
成
の
支
援
や

デ
ー
タ
分
析
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
の
活

用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
Ａ
Ｉ
が
発
展
し
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和

の
芸
人
さ
ん
た
ち
が
か
も
し
出
し
た
、
あ

の
絶
妙
な
「
味
」
と
「
間
」
は
、
い
か
に

Ａ
Ｉ
が
進
化
し
た
と
し
て
も
、
再
現
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、い
か
が
思
わ
れ
ま
す
か
。

串本町長　田嶋 勝正
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kikaku@town.kushimoto.lg.jp

リチウムイオン電池等の拠点回収（無料）を始めます！

 リチウムイオン電池等による火災事故を防止し、ごみの適正処理とリサイクルを推進するため、

次のとおり拠点回収を実施します。

●リチウムイオン電池等が取り外せない（内蔵型等）小型家電

　例）モバイルバッテリー、加熱式たばこ、電気シェーバー、ハンディファンなど

※危険ですので、分解や無理に電池を取り外すことはしないでください。

※回収開始日以降は、埋立ごみとして出せませんのでご注意ください。

■回収開始日
　４月１日から リサイクルマーク

リチウムイオン電池 ニカド電池 ニッケル水素電池

膨張・変形したリチウムイオン電池やモバイルバッテリー等は、串本町リサイクル

センター（串本町田並２２８８ー１）へ直接持ち込んでください。

回収ボックス

■回収方法
　回収場所に設置する回収ボックスに投入するか、串本町リ

サイクルセンターへ直接持ち込んでください。

　なお、回収ボックスに入れられるものは、投入口（８ｃｍ

×２０ｃｍ）に入る大きさに限ります。それより大きいもの

は、串本町リサイクルセンターへ直接持ち込んでください。

■回収場所
　●串本町役場

　●串本町文化センター

　●宇宙ふれあいホールＳｏｒａ－Ｍｉｒｕ　　

　●潮岬、有田、田並、和深公民館

　●大島開発総合センター

　●田原区民会館

■回収対象外
　●鉛蓄電池（車やバイクのバッテリー等）

　●事業活動に伴う産業廃棄物

■詳細
　詳細については、串本町ＨＰを

ご覧いただくか、お問い合わせ先

までご連絡ください。

■回収対象
　●リチウムイオン電池等の小型充電式電池

　　（リサイクルマークがないものも対象）

　※ 端子部分にビニールテープ等を貼り、絶

縁してください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　環境グループ　℡０７３５－６７－７２１７

※注意※　�管理の都合により回収ボックスは、それぞれの施設内に設置していますので、持ち込
まれる場合は時間にご注意ください。


